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次の 5 章から構成されている O

























(2) 文字相互バランスの調整支援を行うために，文字の 2 次元分散である広がり量と，複雑さを組み合
わせた，文字の見かけの大きさの正規化手法を提案し，実験的にその有用性を実証しているO
(3) 文字作成支援システムの応用として書写CAI システムを取り上げシステム構築に必要な字形
規則の表現法，及び学習者の文字評価手法を提案し，評価実験を通じてその有効性を確認している。
以上のように，本論文は，電子出版に用いられる文字の設計支援手法，さらには本支援手法の書写 C
AI への応用について多くの示唆を与えており 情報工学の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は，博士論文として価値のあるものと認めるO
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